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計画策定に当たって
　本市では、平成22年度に策定した第五次寝屋川市総合計画（以下「第五次総合計
画」という。）基本構想の下、平成23年度から平成27年度までに実施する具体的な施
策の内容を明らかにした前期基本計画に基づき施策・事業を着実に推進してまいりま
した。
　平成28年度以降において「笑顔が広がるまち　寝屋川」の実現に向けた取組をよ
り一層推進するため、前期基本計画の期間における成果や課題、前期基本計画策定
後の社会経済情勢や市民ニーズの変化を踏まえ、平成28年度から平成32年度まで
の後期基本計画を策定しました。

　第五次総合計画は、基本構想、基本計画、実行シートで構成しています。

第五次総合計画の構成と期間

基本構想

実行シート

基本計画

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

10年間

前期5年 後期5年

　本市の将来の目標やそれを実現するためのまちづくりの大綱を示すもので、計画
期間を10年としています。

基本
構想

　基本構想に基づいて実施していく具体的な施策の内容を明らかにしたもので、基
本構想の10年を見据えつつ、前期5年、後期5年の計画としています。

基本
計画

　基本計画に基づいて実施していく具体的な取組を示すもので、毎年度作成してい
ます。

実行
シート
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　基本構想におけるまちづくりの大綱に基づき、次の基本的な考えの下で後期基本計画を策定しました。

後期基本計画策定の基本的な考え方

まちづくりの大綱

　“市民と行政が共有できる計画”とするため、分かりやすい表現方法にするとともに、市民
と行政の共通の“まちづくりの目標”として目標数値等を設定するなど、市民にも分かりや
すく親しみやすい計画。

分かりやすい計画

ポイント
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　市民意識調査、パブリック・コメント手続等の実施、学識経験者、市議会議員、公募市民等、
関係行政機関の職員で構成する総合計画審議会の開催など、市民が参画して策定した計画。

市民参画による計画

ポイント

2

　国や大阪府の動き、社会経済情勢の変化及び多様化・高度化する市民
ニーズに的確に対応した計画。

社会状況や市民ニーズを踏まえた計画

ポイント

1

市民ニーズズ

国・府の動きき
社会経済情勢 施策の検討

６　活力あふれるにぎわいのまちづくり

５　環境を守り育てるまちづくり

７　市民が主役のまちづくり

８　将来を見据えた自治経営

２　健康でいきいき暮らせるまちづくり

１　安全で安心できるまちづくり

３　夢を育む学びのまちづくり

４　快適でうるおいのあるまちづくり



計画の体系

ま
ち
づ
く
り
の
方
向

まちづくりの大綱

市
政
運
営

の
方
向

２　健康でいきいき暮らせるまちづくり

４　快適でうるおいのあるまちづくり

３　夢を育む学びのまちづくり

５　環境を守り育てるまちづくり

６　活力あふれるにぎわいのまちづくり

７　市民が主役のまちづくり

８　将来を見据えた自治経営

１　安全で安心できるまちづくり

3



（ 1 ） 災害に強いまちをつくる
（ 2 ） 治水対策を促進する
（ 3 ） 危機管理体制を充実する
（ 4 ） 犯罪のないまちづくりを推進する

（ 5 ） 平和を希求し人権が尊重されるまちをつくる
（ 6 ） 男女がともにいきいきと暮らせるまちをつくる
（ 7 ） 健康づくりを推進する
（ 8 ） 地域でともに支えあうしくみを充実する
（ 9 ） 高齢者の社会参加と自立支援を推進する
（10） 障害のある人が自立した生活を営む環境を整備する
（11） 子育てしやすい環境を整備する
（12） 安心できる環境衛生を確保する

（13） 就学前教育を充実する
（14） 学ぶ力を育成する
（15） 教育環境の整備・充実を図る
（16） 青少年の健全育成を推進する
（17） 生涯学習を充実する
（18） 文化の振興を図る
（19） スポーツ活動を推進する
（20） 国内外の交流を推進する

（21） 計画的なまちづくりを推進する
（22） 良好な住宅・住環境を創出する
（23） 四駅周辺のまちづくりを推進する
（24） 安全で安定した上下水道サービスを提供する
（25） 利便性の高い快適なまちをつくる
（26） 水とみどり豊かなまちをつくる

（27） 環境に配慮したまちづくりを推進する
（28） ごみの減量・資源化を推進する
（29） 廃棄物を適正に処理する

（30） 地域産業の活性化を推進する
（31） 商業の振興を図る
（32） 工業の振興を図る
（33） 農業の振興を図る
（34） 消費者保護を推進する
（35） 市域の労働力の活用を推進する

（36） コミュニティの活性化と協働を推進する
（37） 情報発信を充実する
（38） 市民ニーズを把握する

（39） 健全な財政運営を行う
（40） 効率的な行政運営を行う
（41） 市民サービスを充実する

後期基本計画　施策体系
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本編P6～13

P5へ

本編P14～29

P6へ

本編P30～45

P7へ

本編P46～57

P8へ

本編P64～75

P10へ

本編P58～63
P9へ

本編P76～81
P11へ

本編P82～87
P12へ



寝屋川市が目指すまちづくりの方向1つ目は、

安全で安心できる
まちづくりです。

　市民が安心して生活できるまちにするためには、市民の生命、財産などが確保され
ていることが重要です。

災害に強い
まちをつくる

◯耐震化の促進
◯緊急交通路の確保
◯密集住宅地区の解消
◯建築物の安全性の確保

施策の展開

施策1 施策2

治水対策を
促進する

◯効果的な浸水対策の推進
◯公共下水道雨水対策の推進
◯寝屋川流域総合治水対策の推進

施策の展開

施策3

危機管理体制を
充実する

◯総合的な防災施策の推進
◯危機対応力の強化
◯地域防災力の向上

施策の展開

このページの内容は、計画書本編の
P6～13にあたります。

?

犯罪のない
まちづくりを
推進する

◯防犯意識の啓発及び情報提供
◯防犯活動の推進
◯防犯環境の整備

施策の展開

施策4

自主防災訓練にはどれくらいの人が参加しているの？
答えは次のページにあります。

本編
P6

本編
P12

本編
P8

本編
P10
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まちづくりの方向2つ目は、

健康でいきいき暮らせる
まちづくりです。

　市民が健康で安心して、いきいきと暮らせるまちにするためには、共に助け合い、支
え合うことが重要です。

巻末の
市民の役割シートを
使って行動して
みよう！

施策6

男女がともに
いきいきと暮らせる
まちをつくる

◯男女共同参画社会実現のための
意識づくり

◯女性の社会活動への参画促進
◯DV根絶のための環境づくり

施策の展開

施策7

健康づくりを
推進する

◯健康診査の充実
◯食育の推進

◯生活習慣病の予防対策の推進
◯医療体制の充実
◯健康寿命の延伸

施策の展開

このページの内容は、計画書本編の
P14～29にあたります。

?

地域でともに
支えあうしくみを
充実する

◯ネットワークの充実
◯人材の育成と確保
◯適切な生活支援と
自立の促進

施策の展開

施策8

高齢者の
社会参加と自立支援を

推進する

◯高齢者の社会参加の支援
◯介護予防の推進
◯介護サービスの充実

施策の展開

施策9

子育てしやすい
環境を整備する

◯幼児期の教育・保育の質の向上
◯地域の子ども・子育て支援の充実
◯要保護児童への対応の充実

施策の展開

施策11
安心できる
環境衛生を
確保する

◯感染症の予防
◯良好な環境衛生の維持
◯良好な生活環境の保全

施策の展開

施策12

障害のある人が
自立した生活を営む
環境を整備する

◯発達支援システムの充実と推進
◯障害についての更なる理解の促進と

相談支援の充実
◯就労支援の充実

◯地域生活に対する支援の
更なる推進

施策の展開

施策10

「非核平和都市」って知ってる？

5ページの答え：約 5,000 人／年

答えは次のページにあります。

平和を希求し
人権が尊重される
まちをつくる

◯世界平和実現への寄与
◯人権尊重のまちづくり

施策の展開

施策5

本編
P14

本編
P16

本編
P18

本編
P20

本編
P22

本編
P26

本編
P28

本編
P24
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生涯学習を
充実する

◯学習活動の充実
◯読書環境・読書活動の充実

施策の展開

施策17

スポーツ活動を
推進する

◯スポーツ活動の充実
◯スポーツ活動のための環境づくり

施策の展開

施策19

国内外の交流を
推進する

◯国内交流の推進
◯国際交流の推進

◯多文化共生社会の実現

施策の展開

施策20

文化の
振興を図る

◯文化振興の推進
◯文化財の保護、継承と活用

施策の展開

施策18

まちづくりの方向3つ目は、

夢を育む学びの
まちづくりです。

　愛着や誇りを感じるまちにするためには、夢を育む学びの場を充実させることが重要です。

就学前教育を
充実する

◯特色ある幼稚園づくり
施策の展開

施策13 施策14

学ぶ力を
育成する

◯小中一貫教育の推進
◯時代に対応した教育の推進

施策の展開

施策15

教育環境の
整備・充実を図る

◯学校園施設の整備
◯通学の安全確保

施策の展開

このページの内容は、計画書本編の
P30～45にあたります。

?

青少年の
健全育成を
推進する

◯地域教育の活性化
◯青少年の健全育成

施策の展開

施策16

寝屋川市の姉妹都市、友好都市ってどこ？
答えは次のページにあります。

6ページの答え：戦争と核兵器の廃絶に向けた非核平和事業に取り組む都市のこと

本編
P30

本編
P32

本編
P34

本編
P36

本編
P38

本編
P42

本編
P44

本編
P40
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まちづくりの方向4つ目は、

快適でうるおいのある
まちづくりです。

　安全で快適な暮らしを営み、次世代に引き継げるまちにするためには、都市基盤整備やおもむきのある
景観形成を進め、魅力ある都市空間を創出することが重要です。

計画的な
まちづくりを
推進する

◯地域特性をいかした
まちづくりの推進
◯長期間未整備の
都市計画施設の対応

施策の展開

施策21
施策22

良好な住宅・
住環境を創出する

◯良好な住環境の形成
◯公的住宅等の在り方の検討

◯住宅政策の推進

施策の展開

施策23

四駅周辺の
まちづくりを
推進する

◯連続立体交差事業による
まちづくりの推進

◯鉄道四駅につながる道路整備や
まちづくりの推進

施策の展開

このページの内容は、計画書本編の
P46～57にあたります。

?

安全で安定した
上下水道サービスを

提供する

◯経年化施設の更新及び耐震化
◯上下水道施設の適切な維持管理

◯水質管理体制の充実
◯経営基盤の安定

◯下水道施設の経年化
対策の推進

施策の展開

施策24

利便性の高い
快適なまちをつくる

◯都市計画道路の整備
◯交通環境の整備推進
◯公共交通等の整備促進

施策の展開

施策25

水とみどり豊かな
まちをつくる

◯みどり豊かなまちの実現
◯市民が親しめる水辺空間の創出

施策の展開

施策26

市民一人当たりの公園面積は？
答えは次のページにあります。

7ページの答え：姉妹都市は、アメリカ・ニューポートニューズ市とカナダ・オークビル市、
友好都市は和歌山県すさみ町

本編
P46

本編
P48

本編
P52

本編
P54

本編
P56

本編
P50
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まちづくりの方向5つ目は、

環境を守り育てる
まちづくりです。

　豊かな自然と資源を次世代に引き継ぎ、市民が自然の恵みを享受できるまちにす
るためには、地球環境への負荷が少ない地域社会の実現が重要です。

環境に配慮した
まちづくりを
推進する

◯地球温暖化対策の推進
◯美しいまちづくりの推進
◯公害防止対策の推進

施策の展開

施策27 施策28

ごみの
減量・資源化を
推進する

◯ごみの分別・リサイクルの推進
◯市民活動への支援

施策の展開

施策29

廃棄物を
適正に処理する

◯効率的な収集運搬の推進
◯ごみ処理施設の適正管理と建設

◯し尿の処理

施策の展開

このページの内容は、計画書本編の
P58～63にあたります。

? 市 1日当たりのごみ排出量はどれくらい？
答えは次のページにあります。

8ページの答え：5.48 ㎡／人（平成 28年 4月1日現在）
※大阪府内平均 5.32 ㎡／人（平成 26年 3月31日現在）

本編
P58

本編
P60

本編
P62
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まちづくりの方向6つ目は、

活力あふれるにぎわいの
まちづくりです。

　人が元気で、にぎわいのあるまちにするためには、産業の安定化、活性化と同時に、安全・安心な消費生活の
実現が重要です。

地域産業の
活性化を推進する

◯地域性のある独自の商品開発
などの推進

◯商・工・農の各分野の
連携・協働の推進
◯新たな産業活性化
事業の推進

施策の展開

施策30 施策31

商業の
振興を図る

◯消費者ニーズに対応した商店街等の
活性化促進

◯新しい商業活動への支援
◯高齢化に対応した商店街

づくりの促進

施策の展開

施策32

工業の
振興を図る

◯中小企業への支援
◯競争資金獲得の支援

施策の展開

このページの内容は、計画書本編の
P64～75にあたります。

?

農業の
振興を図る

◯農地の保全
◯地産地消の推進
◯都市農業の振興

施策の展開

施策33

消費者保護を
推進する

◯消費者教育の推進
◯消費生活相談の強化

施策の展開

施策34

市域の
労働力の活用を
推進する

◯雇用・就労機会の確保・促進
施策の展開

施策35

ベンチャービジネスコンテストってなに？
答えは次のページにあります。

9ページの答え：210トン／日（平成 27年 3月31日現在）

本編
P64

本編
P66

本編
P68

本編
P70

本編
P72

本編
P74
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市政運営の方向1つ目は、

市民が主役の
まちづくりです。

　市民が主役のまちにするためには、市民と共に歩む自治経営を進めていくことが重要です。

コミュニティの
活性化と協働を
推進する

◯市民による公益活動の促進
◯地域協働による地域課題

解決の支援

施策の展開

施策36
施策37

情報発信を
充実する

◯情報発信機能の充実
◯情報提供・情報公開の推進

施策の展開

施策38

市民ニーズを
把握する

◯市民意識・ニーズの把握
◯各種相談事業の推進

施策の展開

このページの内容は、計画書本編の
P76～81にあたります。

? 地域協働協議会はどんな活動をしているの？
答えは次のページにあります。

10ページの答え：市内での創業・事業化を想定した、ビジネスプランを学生から募集するコンテスト

本編
P76

本編
P78

本編
P80
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市政運営の方向2つ目は、

将来を見据えた
自治経営 です。

　人口減少、少子高齢化や地方分権改革が進展する中で、自立した行財政運営を行うためには、
将来を見据えた戦略的な自治経営が重要です。

健全な
財政運営を行う

◯将来にわたる持続可能な財政運営
◯徴収率等の向上

施策の展開

施策39

施策40

効率的な
行政運営を行う

◯効率的なマネジメントシステムの推進
◯機動的・効率的な組織体制の整備
◯職員の適正配置と資質の向上
◯自立した行政運営の推進
◯公共施設等の総合的かつ

計画的な管理

施策の展開

施策41

市民サービスを
充実する

◯市民サービスの向上と効率化
◯サービス機能の充実

◯施設整備による機能の充実

施策の展開

このページの内容は、計画書本編の
P82～87にあたります。

? ワンストップサービスってどんなこと？
答えは次のページにあります。

みんなで
住みよいネヤガワに

しましょう

11ページの答え：地域に住む人が自分たちで問題を解決するために話し合い、
防災、緑化などの地域の特色をいかした活動をしています

本編
P82

本編
P84

本編
P86
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市民の役割シート

12ページの答え：複数の手続を一つの窓口で受けられる行政サービスのこと

□ 園、地域との連携に努めます。
□ 園で行われる行事などへの参加に努めます。
□ 児童・生徒の学ぶ習慣・意欲を育む環境づくりに努めます。
□ 園児・児童・生徒の教育環境の充実に協力します。
□ 子どもたちが安全で安心して登下校ができるよう協力します。
□ 学校・家庭・地域が連携して青少年の健全育成に取り組みます。
□ 学習活動に参加し、知識の蓄積や情報の収集に努めます。　
□ 学習活動により得た知識や情報を地域社会にいかします。
□ 文化芸術活動への参加に努めます。　
□ 自主的な文化芸術活動の中で活動の担い手を育みます。
□ 自分に合ったスポーツ活動への参加に努めます。
□ 外国人との交流などを通じ、国際感覚を高めます。

3　夢を育む学びのまちづくり

2　健康でいきいき暮らせるまちづくり
□ 平和を希求し、人権を尊重する意識の高揚に努めます。
□ 人権尊重、固定的な性別役割分担意識の解消や女性の社会参画促進に関する
　 講座・研修会などへの参加に努めます。
□ DVが犯罪であることを認識し、暴力を許さない意識づくりに努めます。
□ 健康管理のため、年齢に応じた健診の受診に努めます。
□ 自分や家族の健康に関心を持ち、健康増進の行動に努めます。
□ 民生委員・児童委員が行う様々な活動への協力に努めます。
□ 地域福祉活動への協力・参加に努めます。
□ 介護予防に関する取組への参加に努めます。
□ 老人クラブ活動などの地域活動への参加に努めます。
□ 支援が必要な高齢者への支え合い活動の参加に努めます。
□ 介護に関する様々な情報の活用に努めます。
□ 障害について更に理解を深める取組への参加に努めます。
□ 障害のある人との交流の場への参加に努めます。
□ 子育て情報を共有するとともに、子育て支援グループの活動などを通じて、地域で子育てを支えます。
□ 感染症の予防のため、予防接種を受けるよう努めます。
□ 日頃から手洗い・うがいなどの感染予防に努めます。
□ 生活環境意識の向上を図ります。

1　安全で安心できるまちづくり
□ 居住や所有している建築物の耐震性を把握し、安全性の確保に努めます。
□ 雨水貯留タンクの設置など雨水の流出抑制に努めます。
□ 止水板の設置や土のうステーションの利用により住宅や事業所を守ることに努めます。
□ 食料、飲料水など生活必需物資を備蓄するとともに、避難路を確認するなど防災訓練への参加に努めます。
□ 自主防災組織による防災訓練の実施など、地域内の住民等が連携しながら自発的な防災活動に努めます。
□ 日頃から防犯意識を持って行動します。
□ 地域の防犯活動への参加に努めます。

できたら
チェックして
いこう！
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4　快適でうるおいのあるまちづくり
□ まちづくりに関心を持ち、地域特性をいかしたまちづくりに参画します。
□ 良好な景観形成に自ら努めるとともに、「景観基本計画」に即した「景観計画」に
　 協力するよう努めます。
□ 所有、管理又は居住する建物の適正な維持管理に努めます。
□ 地域を主体としたまちづくり活動への参加に努めます。
□ 貴重な水を大切に使用し、水源を汚さないよう適正な排水に努めます。
□ 交通安全に係る出前講座や自転車安全利用講習会への参加に努めます。
□ 駅周辺等に自転車を放置しません。
□ みどりのまちづくり活動などへの参加に努めます。
□ 河川、公園などの公共空間の環境美化に努めます。

5　環境を守り育てるまちづくり
□ 太陽光などによる再生可能エネルギーの利用に努めます。
□ 日常生活や事業活動での省エネルギー行動に努めます。
□ 自宅周辺や地域における清掃活動に参加します。
□ 再生品の率先した使用、適正な分別排出等、資源を大切にしたライフスタイルの
　 実践に努めます。
□ 自治会、子ども会などが行う資源集団回収への参加に努めます。
□ ごみの減量や分別排出を適切に行います。

6　活力あふれるにぎわいのまちづくり
□ 地産地消、市域内消費の拡大に協力します。
□ 産業経済団体又は市が行う産業の振興に関する施策・事業に協力します。
□ 事業者は、地域性のある産品等を活用した魅力ある商品開発・販路開拓に取り組みます。
□ 地域の商店街等に関心を持ち、積極的な利用に努めます。
□ 工業は、我が国の技術力の発展や輸出力向上に寄与しているとともに、
　 環境問題解決など市民生活にも重要な役割を果していることについて理解をより深めます。
□ 農業への理解をより深め、市域における農産物の積極的な消費に関心を持ちます。
□ 消費生活に関する情報収集を行うとともに、知識の習得に努めます。
□ 正しい知識を持った自立的な消費行動を行います。
□ 事業者は、雇用・就労機会の拡大、創出に努めます。

7　市民が主役のまちづくり
□ 「みんなのまち基本条例」制定の意義やその趣旨について理解し、地域活動や地域の
　 まちづくりに参画します。
□ 市政情報を活用するとともに、地域の情報を発信するなど、積極的に市政へ参画します。
□ 市民意識調査などの各種アンケート調査に協力します。
□ 市政に関心を持ち、積極的に意見・提案します。

8　将来を見据えた自治経営
□ 市の財政状況に関心を持ち、その状況の把握に努めます。
□ 納税者である意識を常に持ち、税金の使い方に関心を持ちます。
□ 市の施策・事業など、市政運営の状況に関心を持ちます。
□ 社会保障・税番号制度の理解を進め、個人番号カードによる行政サービスなどを
　 積極的に利用します。
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市民のみなさんの参画により
総合計画を策定しました!

市民意識調査

　市の現状や将来のまちづくりに対する
意識やニーズを把握することを目的に、
市民意識調査を実施し、計画策定の参考
としました。

地域懇談会

　地域課題等を把握するため、小学校区
ごとに市民との懇談会を開催し、地域の
課題、市政に対する意見等を頂きました。

パブリック・コメント手続

　計画（素案）に対する意見募集を行い、
市民から頂いた意見を計画に反映すると
ともに、意見のあらましと市の考え方を公
表しました。

総合計画審議会

　計画（試案）を多方面にわたって検討す
るため、学識経験者、市議会議員、公募市
民等、関係行政機関の職員で構成する総
合計画審議会で審議していただきました。
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